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1はじめに
　
大阪市住吉区に鎮座する住吉大社には、その境内と周辺参道に、合わせ
て六四〇基もの石燈籠が立ち並んでいる
（（
（
。その銘文には、題字や奉納年と
ともに、奉納の中心となった願主や、そのほか関わった人々の名前と居住地（国名（
、奉納者と住吉大社の仲介をしたと考えられる社人の名前など、
多くの情報が刻まれている
（（
（
。
　
現存する最古の石燈籠は寛永二一年（一六四四（のもので、歴史的には
比較的新しい。各石燈籠の銘文からは、地元の大坂を中心として、北は松前（北海道（から南は薩摩（鹿児島（まで 全国各地の廻船問屋や様々な商人仲間が奉納していることがわかり、近世の住吉信仰 商人たちによる交易の様子を知ることができる。　
奉納の目的の一つは、船の航海安全を願ってである。航海技術の未熟で
あった近世、海運によって各地と取引を行ない、生計を立てていた商人たちにと て、商品を載せた船の安全は、神仏の加護にすがってでも得 いものであっ 。そのため、古来より海上守護の神とし 名高い住吉大社に、航海の平穏無事を祈願し のである。
　
ここで注目したいのは、商人による奉納が、主に大坂商人と地方商人仲
間や取引先が協力して奉納資金を集める、共同出資で行なわれている点である。離れた場所に暮らす大坂商人と地方商人が、決して少 くない資金を投じ、共同で住吉大社に石燈籠を奉納したことには 航海安全祈願とは別の目的があったと思われる。そこには、近世商人たちの取引の実態が表れていると考えることができるのではないだろうか。
第一章
　
商人たちが奉納した石燈籠
　
商人が奉納したことがわかる最古の燈籠は、承応二年（一六五三（
の「大
津屋権兵衛廻船中」のも である
［地図①。以降、本文中の丸数字は地図
（の丸
数字に対応する］
。住吉大社第二本宮の南側にある
侍おもとしゃ
者社
前に立つこの燈籠
は、火を灯す火袋の部分が木造で、それを支える石柱部分に奉納者名と奉納年が刻まれている。現在の火袋は、平成二四年（二〇一二（ 再建で新調されたものだが、その前も木造だったようである
（（
（
。石燈籠では、寛文五
年（一六六五（ 「大坂備後町橘屋三郎兵衛」のものが最も古く、それ以降、商人や廻船問屋による奉納が増えている。寛政一〇年（一七九八（の
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までも常に精心をこらし祷り奉 、風波の難を避け、渡海穏ならしめんとて、出帆帰帆こゝに詣せずといふ事なし 社頭の神燈は諸国廻船中の輩より献じ、夜燈のほかげは煌々として、其光幾千の数をしらず。
と、多数の石燈籠が立ち並ぶ様子が記されている
（（
（
。
　
商人や廻船問屋による奉納が盛んであったことは、奉納者の職種をみて
も知ることができる。寛永二一年から明治四五年 （一九一二（
の間に奉納さ
れた石燈籠の銘文から、奉納者の職種がわかるものを整理すると、 【表
（】
【地図 1】本稿で紹介した石燈籠の位置
【表 1】職種別石燈籠奉納数（1644年～1912年）
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になる。同じ奉納者から二基一対で奉納されたものについては、あわせて一と数えている。　
最も多いのは、廻船問屋や茶船仲間、船頭仲間など海運関係の商人・船
主からの奉納で、九四ある。他方、同じ運送業でも、過書船・剣先船など河川舟運関係の商人によ ものは七、飛脚仲間からは三と少ない。これはやはり、住吉大社が海上守護の神として信仰されていたからであろう　
各種商品を扱った商人による奉納は、海産物関係（干鰯・魚問屋・魚油
など（から一二、農作物関係（米・紅花・藍・菜種油・砂糖など（から一七、手工業関係（翫物・鉄・紙・鋳物師・塗師・鍛冶など
（
から一四と、
それぞれ同程度ある。海産物を扱う商人にとって、漁船の安全や漁獲量は商売に大きく関わることである。それ以外の商品 、廻船によって海路大坂や江戸に運ばれるのがほとんどであったから、これらの商人による奉納はすべて、商品を運ぶ船 安全を願ってのものと考えら る。林業関係（材木・薪（
や、衣料関係（木綿・古着など（
からのものも、数は少ないが
同じ理由であろう。　
そのほか特徴的なものとしては、住友家による一三対の奉納がある。住
吉大社の正面参道である、南海電鉄「住吉大社駅」前の通りから住吉公園の汐
しお
掛かけ
道みち
の区間には、歴代の住吉家当主の名前が刻まれた石燈籠が立ち並
んでい
る
（（
（
。住友家は元禄三年（一六九〇
（
に伊予国の別子銅山を発見し、
その経営を幕府から許可され、 での銅精錬・銅貿易の中核を担った。別子銅山で採鉱された銅は、海路 大坂に送られていたため、銅 運ぶ船の安全を祈って 奉納と思われる。　
奉納者の職種が不明なものもあるが、その多くには「橘屋」や「小松屋」
などの屋号が刻まれ おり、それらのほとんどが 人 よると考えられる。　
また、石燈籠が経年や災害によって破損した際には、それぞれ後継者が、
再建や修復を行なった。
　
一例をあげると、境内の乾参道南側にある天保六年（一八三五（
奉納の、
大坂昆布仲買仲間の石燈籠
［地図②］
は、仲間の後継である大阪昆布仲買商
組合が、明治二七年（一八九四（に、住吉大社へ石燈籠の修復の申し入れを行なっている。　『大阪昆布商仲間沿革』には、その史料が収録されている
（（
（
。
住吉官幣大社ニ我組合ヨリ献納セル石燈籠破損ヲ生シ候ニ付、組合員一統参詣ノ節、該社々務処ヘ修繕之義申入置候処、左之通用達石工松原嘉右衛門ノ修繕見積書ヲ添ヘ、該社務所我組合ヘ送達セラレタリ。
一
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そして、石燈籠の銘文には、明治三八年（一九〇五（に修復が行なわれ
たことが記されている。このように、石燈籠は後継者によって修復・再建が行なわれていた。そのなかには、再建のたびに基壇に関係者の名前 加えられ、段数が増えていったものも存在する。　
その最も顕著な例が、境内の反橋の東側、本殿瑞垣前を南北に通る卯
うの
之
日ひ
参道に立つ、
翫がんぶつ
物
商の石燈籠二基である
［地図③］
。大坂・江戸・京都の
玩具問屋と人形屋が住吉講を結成し 宝暦一二年（一七二六
（
に奉納し、
その後文化五年（一八〇八（
、明治一五年（一八八二（
、昭和三年（一九二
八（
、昭和三六年（一九六一（
、平成三年（一九九一（に、修復・再建され
4ている。修復・再建を重ねるなかで基壇が増築され、その結果、総高約八メートルもの大きさとなってい 。増築された基壇には 関わった人々や会社の名前が刻まれ、現在では全部で五四五名が名を連ねている。　
翫物商の後継である玩具問屋・人形屋は、業界記念誌『五十年のあゆみ』
において「当時の大阪 翫物商が集まり、住吉講を結成し、商売の繁栄と航海の安全を祈願して常夜石燈籠を建立したことだけは確かな事実である」と、奉納 理由 述べ
（（
（
。玩具問屋・人形屋は、現在も毎年一一月に
神楽の奉納を行なう団体参拝を続けており、石燈籠が現在も商人たちの結びつきの象徴として受け継がれ ことがわかる
（（
（
。
　
境内には、他にも商人仲間が組織した講の石燈籠がある。講は、伊勢講
や金毘羅講に代表されるように、通常、社寺参詣など宗教上の目的を果たすために結成されたものである。住吉大社においては、そうした参拝などを行なう宗教的な面に加えて、商人たちの集まりとし の役割を講が果たしていた。　
例えば、表参道北側に石燈籠を奉納した「うつぼ干
ほしか
鰯仲間」は、天保一
二年（一八四一（に住吉講を結成した。これは同年 株仲間解散令によって、それまであっ 本組・古組という干鰯商の仲間組合が解散することなった際、
両組解散スルニ及ビ、旧慣ノ破壊センコトヲ慮リ、同業者カ皆住吉明神ノ信徒タルヨリ、表面敬神的結合ニ名ヲ借リ、住吉講ナルモノヲ設ケ、以テ其団結慣行ノ保維ヲナセリ。
と、同業者間の結束を途切れさせな めに結成されたも であった
（（
（
。そ
して、嘉永四年（一八五一（に株仲間再興令が出されると、講は廃止された。 「うつぼ干鰯仲間」は「同業者カ皆住吉明神ノ信徒タルヨリ 表面敬神的結合ニ名ヲ借リ」と、住吉信仰を名目に集まることで、仲間の存続 団結を守ろうとしたのである。石燈籠 奉納した講の多くは、このような商
売上の繋がりを目的に、商人たちが結成したものと考えられる。　
商人仲間が講を結成し、祭祀を営むなど信仰による繋がりを持っていた
ことについて、宮本又次氏は、その主旨が海上渡海安全や技術上達にあったことを述べつつ 目的 のように考察している
（（1
（
。
　
以上のように、信仰の主旨は株仲間の異なるにしたがって異なって
いた。しかしそのいずれにも共通する点は、信仰する一対象物を株仲間結合の目標に ようとする意図である。思うに商内の本質は営利にあり、その我利我利となり、抜け駈けの功名を目ざし、われ勝ちとなるのは自然の帰趨である。これを一括し、協同を保ち 一体的に結合させ ためには、神仏福神とい ような、経済原則 超越した扇
かなめ
眼を
持ち来さなければ纏まりがつかなかったのであろう。
　
商人個人の目指す営利と、仲間が目指す協同、市場の秩序は ときに対
立するものである。それを両立させるための要として、商人たち 神仏への信仰という精神的な結びつきを仲間の内に求めた。　
商人仲間による石燈籠の奉納も、こうした信仰による結束を作る目的で
行なわれたと考えられるのではないだろうか。仲間や取引先と共同で資金を投じ、一つ 事業を成し遂げ ことで、団結の証とした である。　
住吉大社には、 「うつぼ干鰯仲間」以外にも、大坂干鰯商人たちが奉納し
た石燈籠が残っている。その銘文には、願主の大坂干鰯商人の名前だけでなく、彼らと取引のあっ 地方 商人や船主と思われる名前も刻まれており、商人たちの信仰を表すだけでなく、商売上の繋がりがわかる になっている。　
本稿では、これまで明らかになっている近世大坂干鰯市場の動向や 大
坂と地方の間で行なわれた干鰯の交易に、住吉大社 石燈籠からみえ 商人たちの関係と う視点を加えることで、近世大坂干鰯 人と地方 商人たちとの交易の様子を、より詳しく考えたい。
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第二章
　
大坂干鰯商人と大坂干鰯市場
　
近世の大坂とその周辺地域では、菜種や木綿など商品作物の生産が拡大
し、その肥料として菜種油のしぼりかすや、鰯を乾燥させ固めた干鰯など、金きん
肥ぴ
と称される購入肥料が使用されていた。そのため、新靭町・新天満町・
海部堀町の「三町」の商人は、それまで扱っていた生魚・塩魚・干魚に加えて干鰯の取引もはじめた
（（
（
。
　
干鰯を商品として扱っていた雑喉場魚市場や靭海産物市場の商人たちは、
それぞれ住吉大社に石燈籠の奉納を行なっている。とくに前述した「うつぼ干鰯仲間」の石燈籠は 高さ八メートルで 住吉高燈籠を除き境内で最も高い
［地図④］
。銘文は左のとおりである。
　　
［竿石正面］献燈
　　
［竿石左面］明治二十三年一月
　　
［基壇一段目正面］うつぼ［基壇二段目正面］干鰯仲間
　（基壇三段目以下は省略
（（
（
（
　
基壇三段目以降には、 「賛成有志
　
荷受問屋一番組／第四拾二國立銀行
／内國通運会社」や「肥物商
　
田中市兵衛／金澤仁兵衛／白藤嘉助／志方
勢七」など、奉納に賛同し出資した商人・会社名が刻まれている。　
石燈籠の奉納年月日は明治二三年一月だが、願主の「うつぼ干鰯仲間」
は、文久三年（一八六三（から奉納を計画しており、その資金集めに関して『大阪肥物商組合沿革史』 、次のような文書が収められている
（（
（
。
一
　
文久三年ノ頃ヨリノ企ニテ、住吉神社ヘ諸方漁事売買ノ客衆、廻
船安全并ニ仲間商法繁栄ヲ祈ランカ為メ、石灯籠一対奉納致度、夫是ノ趣意ヲ以テ諸客ヘ相頼候事、御神慮ノ程奉恐縮候得共、同仲間徳益ノ法便奉仰御神慮、俵別厘掛仕法左ノ通。
　　
一
　
松前大俵
　　　　　　　　　　　　
壱分
　　　
但、箇鯡并ニ目切笹目同様
一
　
同
　
小俵
　　　　　　　　　　　　
五厘
一
　
同
　
羽鯡
　　
五厘
一
　
関東・西国
　　　　　　　　　　　
五厘
　　　
其他諸国〆粕・干鰯・小俵物共
　
五厘
　　
但、塩鰯
　　
二十俵建
　　 　
目差
　　
拾抱建
　　 　
此外右ニ順ス
　
右之通仕法相立、前書ノ廉々手当積立致度、一統御詳談ニ可及候。以上。
　　
文久元酉年五月
　　
仲間御衆中
　　　　　　　　　　　
干鰯仲間年行事
　
右之趣承知仕候。依之銘々調印如件。
　　　　　 　　　 　　　　
仁和寺屋
　
喜兵衛
　　 　　
外百廿九人
　
住吉大社への石燈籠奉納のため、大坂干鰯商人たちが取引した干鰯や〆
粕などに掛け金を定め、それを積立金とする旨の提案がされ、仁和寺屋喜兵衛以下の一三〇名が賛同し調印した。しかし、こ 時は資金が集まらなかったために奉納は実現せず、明治二二年（一八八九（から後継の商人が再び資金を募り、明治二三年（一八九〇（にようやく落成した。　「うつぼ干鰯仲間」による石燈籠の奉納は「諸方漁事売買ノ客衆、廻船安全并ニ仲間商法繁栄ヲ祈ランカ為メ」とあるように、取引相手の船主や廻船の航海安全と、仲間の商売繁盛を願ったものであるが そこに至るまでに、大坂干鰯商人たちは分裂や商人間の紛争を繰り返してき こで一八世紀初頭から中ごろまでの大坂干鰯市場の状況につい 、少し触れたい（（
（
。
　
大坂の干鰯商人は、問屋と仲買人の区別なく、総じて干鰯商と称してい
6たが、承応二年（一六五三（年に商人二〇名で戎
えびす
講という仲間組織を結成
した。干鰯取引量の増加とともに戎講の商人数も増え、それにともなって大坂干鰯商人は問屋と仲買商人に分化する。その後、宝永七年（一七一〇（になると、戎講から仲買四〇名が新たに問屋を名乗って独立分離し、神
しんめい
明
講という仲間組織を結成したため、大坂干鰯市場では 組の商人組織が競合する状況となっ　
戎講と神明講は、干鰯の買い付けをせりで争ったため、戎講から町奉行
所への訴状に「双方ノ糴
せりあい
合ヲ以テ直段莫大ノ高直ニ罷成、第一百姓中ノ迷
惑、次ニ鰯屋共モ商売ニ相成不申難儀仕候
（（
（
」とあるように、干鰯が高騰す
る結果となり、百姓にとっても にとっても好ましくない状態であった。大坂町奉行は、正徳三年（一七一三（
からこの問題に関わる各町（油
掛町・信濃町・海部堀川町・海部町・新靭町・新天満町・京町堀三丁目・同四丁目 同六丁目
（
の年寄に和解することを求めたが解決せず、結局、
町奉行所による調停のもと、正徳四年（一七一四（に両講は和解し、再びひとつになった。　
戎講と神明講が統一されてから約一〇年間の大坂干鰯市場は安定してお
り、享保九年（一七二四（には、干鰯の大坂入荷量が約百三〇万俵 達するほど盛況となった。しかし、享保期末からは減少しはじめ 寛保三年（一七四三（には一二万俵 まで激減した。これは、西国を中心に干鰯の材料である鰯や鯵の不漁が起こったことに加え 兵庫・瀬戸内の新興干鰯商人が台頭し、干鰯がそのまま地方で取引され ように ったことも影響している。　
さらに、享保一八年（一七三三（には、五七人の干鰯仲買が、江戸の干
鰯問屋と結んで関東産 の一手引請を行なったうえ、新規 五〇人の干鰯仲買を開業させ、その荷捌きを行なわせた。これ って、大坂干鰯商人は新興の問屋・仲買人である新問屋・新仲買人と、旧来の問屋・仲買人
である古問屋・古仲買人という二組織に再び分裂し、干鰯の売買が行なわれる市場も二か所に分かれることになり、再び干鰯価格は高騰した。　
肥料である干鰯価格の高騰で困った摂津の島上・島下両郡八四カ村の農
民たちが訴えを起こし、町奉行は事態の解決に着手した。干鰯価格の高騰について、新問屋は市場が二つに分かれて るためと主張し、古問屋は近年の不漁が原因だとして、両組織の言い分は対立していた。双方の言い分にはそれぞれ理があったため 町奉行は解決に苦慮したが、寛保三年（一七四三（
一〇月に、 「干鰯問屋ハ往古ヨリ株立候義ニ無之處、立別レ令取引
ノ段手狭ニ相聞ヘ、如何ノ義ニ候間、 新問屋打混シ可致商売
候
（（
（
」
として、両組織が別々に売買取引を行なっている状況が混乱 原因だ し、合併を申し渡して大坂干鰯市場の分裂 強制的に解消させた。　
このように一八世紀初頭から中ごろまでの大坂干鰯市場は、大坂干鰯商
人の分裂や、全国的な不漁と兵庫・瀬戸内の干鰯市場の成長 よる干鰯の大坂入荷量の減少、干鰯価格の高騰が続くなど不安定 時期であった。そしてここに、大坂干鰯商人が住吉 社 石燈籠を奉納し 時期 重な ている。大坂干鰯商人たちが、商売上の困難があった時期に、決して少なくない資金を投じて、取引先の商人と石燈籠の奉納を行 った背景には、石燈籠を団結の象徴として、商売 利益を守ろうという目的 のでないだろうか。　
大坂干鰯商人たちが奉納した石燈籠は、商品である干鰯を運ぶ船の航海
安全を願ったものであると同時 商売上 苦難 、取引先や商人仲間と協力して乗り切ろうと う、結束を願ったものだったと考えられる。
第三章
　
大坂干鰯商人奉納の石燈籠
　
住吉大社には、大坂干鰯市場の分裂とほぼ同じ時期に、大坂干鰯商人と
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その取引相手の商人が奉納したと考えられる石燈籠が三組残っている。それぞれ正徳三年（一七一三（
、享保五年（一七二〇（
、延享三年（一七四六（
の年が刻まれ、大坂の干鰯商人が願主となり、豊後国佐伯藩領の浦を中心とした、取引先の商人や船主と共同で奉納したものである。　
大坂干鰯市場の動向についてはすでに『大阪市史』や『資料大阪水産物
流通史』などに、佐伯藩と 交易についても『大分県史』に、それぞれ詳しい研究成果が説明されているが、ここに、大坂と佐伯藩の商人・船主らが共同で奉納した石燈籠という視点を加える とで、大坂干鰯商人と佐伯藩の浦々との関係が より具体的な形で見えてくる。　
まずはじめに、大坂干鰯商人と地方との交易の様子が最もよく表れてい
る、延享三年の石燈籠から紹介 い
（（
（
。
第一節
　
大坂新天満町天満屋七郎兵衛の石燈籠
　
延享三年奉納の石燈籠は、境内乾参道の住吉大社吉祥殿横に二基並んで
立っている
［地図⑤］
。その銘文は次のとおりである。
　　
［竿石］永代常夜燈
　　
［竿石左面 願主
　
大坂新天満町
　
天満屋七郎兵衛
　　
［竿石裏面］延享三丙寅年九月吉日
　　
［竿石右面］執次
　
山上金太夫
　　
［基礎正面］諸国
　
惣網方中／惣船持中／惣商人中（基壇部分は省略（
　
銘文からは、この石燈籠が大坂新天満町天満屋七郎兵衛を願主に、 「諸国
／惣網方中／惣船持中／惣商人中」の三者が共同で、延享三丙寅年九月吉日に奉納したものであることがわかる。基壇部分には、三者の代表と思われる「世話人中」の人名と、そのほか奉納に関わった網方・船主・商人の出身地と考えられる地名が、左右合わせて五六刻まれている
（写真
（。地
名は「伊予国
　
宇和嶋／岩城／吉田」や「安芸国尾道」など、主に瀬戸内
【写真 1】大坂新天満町天満屋七郎兵衛の石燈籠　基壇の銘文
8の港や浦の名前であり、その中でもとくに多いのは豊後国佐伯藩領の浦名で、桑野浦・荒網代浦など二基合わせて四〇か所が列記されている。　
この石燈籠については、片山清氏の紹介がある
（（
（
が、願主の「大坂新天満
町天満屋七郎兵衛」が靭海産物市場の問屋商人であることと、銘文中の浦が漁業関係の浦々であることから、銘文中 浦々と大坂の間に生魚・塩干魚などの商取引があったと軽く触れているだけで、具体的にどういった関係があって奉納された かは検討されていない。　
願主である天満屋七郎兵衛は、片山氏の指摘するように、大坂靭海産物
市場の問屋商人で、時代は下るが天保六年（一八三五（の「干鰯・鹽魚兼帯商人名書上」に名前が挙がっているこ から、干鰯と塩魚を扱っていたようである
（（
（
。
　
天満屋七郎兵衛と佐伯藩の関係を詳しくみてみると、天満屋七郎兵衛は、
元文四年（一七三九（に、藩から定
じょうとんや
問屋とよばれる佐伯産干鰯を優先的に
荷受けする干鰯問屋六軒の中の一軒に指定 。そ ため佐伯藩と特別な繋がりがあり、銘文中に佐伯藩領の浦名が多い はこのためであろう。銘文に刻まれている浦名や網方・ ・船主 、天満屋七郎兵衛と干鰯の商取引を行なった、佐伯藩領 浦名・ 名であり、この石燈籠には干鰯の産地である佐伯と、市場 大坂の繋がりが表れている。　
また、新問屋と古問屋に分裂していた大坂干鰯商人が寛保三年（一七四
三（に再び合併した三年後の、一七四六年に奉納が行なわれていることから、奉納 は分裂へ 対策、あるいは合併の記念的な意図 あったと考えることができる。石燈籠の造立 は多額の資金が必要であるから、奉納計画および資金の積立は、合併前から行なわ たと思われる。天満屋七郎兵衛は、干鰯の産地である佐伯藩の網方・商人・船主 石燈籠を奉納することで良好な関係を作り、干鰯の流通経路 確保し、新 と古問屋競争という大坂干鰯市場 混乱を乗り切ろうとしたのではないだろうか。
第二節
　
天王寺屋三郎兵衛の石燈籠
　
次に紹介するのは、同じく境内乾参道の北大鳥居近くにある、天王寺屋
三郎兵衛が正徳三年に奉納した石燈籠一基である
［地図⑥］
。銘文には、
　　
［竿石正面］永代常夜燈
　　
［竿石左面］
 豊之後列海部郡佐伯諸船海上安穏／大坂願主
　
天王寺屋
三郎兵衛
　　
［竿石裏面］取次
　
山上金太夫
　　
［竿石右面］正徳三癸巳次歳六月吉日
とあり、願主の天王寺屋三郎兵衛の名前と奉納され 年月日のほか、豊後国佐伯藩への船の航海安全を願って奉納されたことがわかる。　
この銘文からは、天王寺屋三郎兵衛が何を扱った商人かは不明だが、石
燈籠が佐伯諸船の海上安穏を願うものであることから、佐伯藩と取引があったことは間違いなく 佐伯藩の特産品である干鰯を扱っていた可能性が高い。　
ここで注目したい は、この石燈籠の奉納が、大坂干鰯商人が戎講と神
明講に分裂し 三年後に行なわれていることである。これより前の、石燈籠が奉納される二年前の正徳元年（一七一一（には、佐伯産の 優先的に荷受していた大坂干鰯問屋五軒が、荷受の独占権を求める嘆願を佐伯藩に行ない、翌正徳二年（一七一二（に認められている。　
戎講と神明講の分裂は、石燈籠が奉納された翌年の正徳四年に解消され
るが、それまでの間、大坂干鰯商人たち 干鰯の買い付けを競いあって、干鰯価格は高騰して た。天王寺屋三郎兵衛が戎講と神明講 どちらに属した商人かはわからない 石燈籠の奉納や佐伯藩へ 嘆願は、神明講の独立と干鰯価格の高騰により、不安定な状態にあった大坂干鰯市場 中で、大坂干鰯商人たち 行なった対応策と考えられる。　
佐伯藩と繋がりの強かった大坂干鰯商人たちは、藩への嘆願によって干
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鰯荷受の独占権を得て、自分たちの利権を守ろうとした。天王寺屋三郎兵衛は、そのような交渉を行なうことができる立場の商人ではなかったと思われるが、佐伯藩の商人あるいは船主と海上安穏を願う形で住吉大社へ 石燈籠 奉納を行ない、結びつきを作ることで、流通路の確保と商売の安定 求めたと考えられる。
第三節
　
今津屋六左衛門の石燈籠
　
三組目は境内乾参道に並ぶ二基の石燈籠で、大坂新天満
町今津屋六左衛門とその客中により享保五庚子載九月吉日に奉納されている
［地図⑦］
。銘文は、次のとおりである。
　　
［竿石正面］永代常夜燈
　　
［竿石左面］享保五庚子載九月吉日
　　
［竿石裏面］取次
　
山上金太夫
　　
［竿石右面］大坂新天満町
　
今津屋六左衛門
　
客中

（基壇部分は省略（
　
竿石の銘文は左右で同じだが、正面に向かって右側の基
壇には「豊後佐伯／高松浦
　
弥太右衛門」など、西日本側
の地名とそこに住む商人名が刻まれている
（写真
（。とく
に多いのは豊後国佐伯藩領の浦名で、全部で一九か所があり、天満屋七郎兵衛の石燈籠に刻まれた地名とも重なもある。対して左側の基壇には「武州江戸／雑賀屋忠右衛門／同客」など、東日本側の地名と ・客中名が列記されている
（写真
（。勢州や尾州の商人名も含まれているが、
ほとんどは江戸か浦賀である。　
願主の今津屋六左衛門は、天満屋七郎兵衛と同じく、元
【写真 2】大坂新天満町今津屋六左衛門・客中の石燈籠　右側　基壇 2段目正面の銘文
【写真 3】大坂新天満町今津屋六左衛門・客中の石燈籠　左側　基壇 2段目正面の銘文
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文四年に佐伯藩から佐伯産干鰯を優先的に荷受けする干鰯問屋六軒の中の一軒に指定された大坂干鰯問屋である。西日本側の石燈籠に刻銘された奉納者の多くが佐伯藩の浦に住む商人・漁民であり、地名が天満屋七郎兵衛の石燈籠と重なるのは、そのためであろう。　
一方、東日本側の石燈籠に刻まれた商人・客中名は、今津屋六左衛門と
関東産干鰯の商取引を行なっていた江戸・浦賀の干鰯問屋と そ 取引相手のものと思われる。他にある尾州や勢州の商人名は、江戸と大坂での交易の間に寄港する取引商人ではないだろう 。　
この石燈籠からは、大坂干鰯商人今津屋六左衛門が、西から東にかけて
広く干鰯の商取引を行なっていたこと わかる。奉納から四年後の享保九年には、干鰯 大坂入荷量が約百三〇万俵に達してい
る
（（1
（
。このことからも、
瀬戸内から江戸までの干鰯商人や船主が共同で奉納 この石燈籠からは、当時の大坂干鰯市場 盛況ぶりが、よくうかがえる。　
以上のように、ここに紹介した三組の石燈籠は、大坂干鰯市場の分裂や
隆盛といった状況の変化の中 、大坂干鰯商人が、干鰯の生産地である豊後国佐伯藩や、取引相手の商人たちと、より強い結びつき 作る目的納されたと考えられるのである。　
では、これら三組の石燈籠が住吉大社に奉納された時期、共同出資者で
もある佐伯藩では、どのような動きがあっ だろうか。次に見ていきたい。
第四章
　
豊後国佐伯藩の干鰯統制
　
佐伯藩は、慶長六年（一六〇一（に日田・隈城主毛
もうりたかまさ
利高政が佐伯に移封
されて成立した、外様小藩である。禄高は二万石で、江戸時代を通じてほとんど増減はない。現在の大分県南東部の、豊後水道に沿った地域 領域
としていた。平野が少なく起伏に富んだ土地柄のため耕地に適さず、農業による収入は少なかった。その一方、瀬戸内海と太平洋が接する豊かな漁場と、長いリアス式海岸がもたらした天然の良港のため、海洋資源に恵まれており 漁業と海運が藩財政の柱であった。　
この様子は藩の財政構造にも、はっきりと表れている。領内は在方（領
内二六村のうち二二村と津久見村のうち津久見村組が属する内陸部の純農業地帯（と、浦方（津久見村の津久見浦組と上浦・中浦・下浦の三村が属する漁村部
、両町（城下町（
の三つに分かれ、元禄一四年（一七〇一（
の
在方の村高合計は、津久見村組を除いても約一万七一三六 石と、藩の禄高のほとんどを占めるが、それ 対して浦方の 高合計は約一 六七石で禄高の一割にも満たない
（（
（
。
　
それにもかかわらず、佐伯藩は年貢米収入が少なく、藩財政の大部分を
浦方や城下町からの運上や、紙・樵
こりき
木・炭・干鰯の特産品販売による収益
など、年貢外の収入に依存していた
（（
（
。こうした財政事情のために、漁業の
保護と漁民の定住化に加え、浦方から大坂をはじめとする諸国の市場までの商品流通統制は、佐伯藩の大きな課題であった。　
佐伯産の干鰯は、大和・河内・摂津の土地に合う良質な干鰯であったと
いうことから名声を博し、畿内で 綿作な に不可欠の肥料 して商品需要が高かっ
た
（（
（
。そのため、藩は大坂干鰯商人と結んで干鰯の流通を統制し、
利益を得ようとした。しかし、干鰯は浦方農民 生活を支える最大の産物でもあり、自由な販売を行 いたい農民と藩 思惑がぶつかることとなったの ある。　
佐伯藩領内でいつごろから干鰯の生産が始まったかは定かではないが、
宝永二年（一七〇五（に佐伯藩が大坂の干鰯問屋四軒を国問屋に指定していることから、 世紀末から一八世紀初めには干鰯の生産が本格化いたと思われる。
11
近世大坂干鰯商人と住吉大社境内の石燈籠
　
楢本譲司氏によると、一八世紀に佐伯藩領で生産された干鰯は、まず網
持や在地商人のもとに集められた。そこから大坂などの市場への出荷には、三つの方法がある。一つ目は、網持ないし在地商人が自ら 手船で積 すというも である。二つ目は、網持らが地元や他国の廻船に運賃を支払って積出すというものである。この二つの方法では、販売先と販売価格について荷主が大まかに指示を出すが、最終的な決定は船主に委ねられていた。　
残る三つ目の方法は、大坂干鰯商人による現地買付けや、網持に仕入銀
を貸し付け 生産された干鰯を大坂に送らせる前貸支配など 廻船問屋が網持などから干鰯を買い取って大坂などで売りさばく、買積という方法である
（（
（
。
　
藩内の干鰯の流通に、大坂干鰯商人が関与できる部分はそれほど多くは
なく、船主の自由裁量の面が強かった。こうした自由な干鰯販売は、地方での干鰯需要の増加と、兵庫・瀬戸内の新興干鰯商人の成長を背景に拡大し、大坂に卸され はずの干鰯が地方に流 る結果 もたらした。そのため、佐伯藩と大坂干鰯商人（荷受問屋（は、こ に対応 ければならなかった。　
まず佐伯藩は、宝永二年（一七〇五（に大坂の干鰯問屋四軒を国問屋に
指定した。宝永七年には国問屋は一軒増え、今津屋彦左衛門・飯田屋市郎右衛門・北国屋治兵衛・南部屋清左衛門・葉草屋善兵衛の五軒となっ
た
（（
（
。
この五軒の国問屋は、大坂 干鰯商人が戎講と神明講に分裂した翌年、正徳元年に連名で佐伯藩に佐伯産干鰯の独占荷受権 求める口上書を提出している。この嘆願は、翌正徳二年に認められ、五軒の問屋 一軒ずつが順番で、干鰯 荷受独占権を与えられるこ になった。つまり、それまでは国問屋に指定されても 持 なかったわけで　
楢本氏は、この佐伯国問屋から佐伯藩への歎願について、神明講 独立
に危機感を抱いた佐伯国問屋が「既得権の維持」と「生産地―国問屋―仲
買という、従来からの商品の流れを守ろうと」して行なったものと述べている
（（
（
。
　
前述した天王寺屋三郎兵衛による石燈籠の奉納は、佐伯国問屋による佐
伯産干鰯の独占が認められた翌正徳三年に行なわれている。そこには、この嘆願と同じように、戎講と神明講 分裂によって脅かされた佐伯産干鰯の流通路を守ろうという思惑があったのではないだろうか。　
国問屋による独占がいつまで続いたかは定かではないが、佐伯藩は元文
四年（一七三九（に再び大坂の干鰯問屋を指定し、大坂での佐伯産干鰯の売買を、南部屋清左衛門・今津屋六左衛門・南部屋三郎兵衛・今津屋善兵衛・天満屋七郎兵衛・亀屋理兵衛の六軒の干鰯問屋に限定するよう領内の浦方全域に命じ
た
（（
（
。この佐伯藩から指定された問屋六軒が、
定じょうとんや
問屋
である。
　
佐伯藩の定問屋制では、藩が浦方の網持・船主の意向に従う形で定問屋
を指定した。そして、彼らには全体として佐伯産干鰯の独占権は与えられるが、どこに卸すかは、六軒のうち買値のよさそうな問屋を選んで売却するという形が取られた。また 定問 が共謀して買値を低くするようなことがあれば問屋の差し替えも辞さないとしていた。すなわち、瀬戸内市場の売値 大坂より高ければ、 ちらに回送することも認められていた
（（
（
。
　
つまり、佐伯藩の定問屋制は浦方優位の制度であり、定問屋に指定され
た大坂干鰯商人に求められたのは、干鰯を自分の ころに卸 もら ため、少しでもいい買値をつけ、佐伯藩の浦方と良好な関係を結ぶことであったと考えられる。佐伯藩の浦方側か しても、大坂の干鰯商人 よい関係を築くことは、買値の保障 なった であろう　
豊後国佐伯藩領浦方の商人・漁民と、住吉大社に石燈籠を奉納している
天満屋七郎兵衛、今津屋六左衛門は、まさにこ 佐伯藩定問屋 務めた大坂干鰯商人であ 。天満 七郎兵衛 新問屋・古問屋に二分され不安定な状態にあった大坂干鰯市場の中で、今津屋六左衛門は大坂干鰯市場の隆
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盛の中で、それぞれ佐伯藩浦方と良好な関係を作り、互いの利益を守り、さらなる商売の繁盛を願ったと考えられる。佐伯藩の浦方も、藩による統制の中で有利な取引を行なうために、定問屋との協力関係を必要としていたのではないだろうか。　
大坂干鰯商人を願主として住吉大社に奉納された三組の石燈籠は、こう
した大坂干鰯商人と佐伯藩浦方による交易の中で、結びつきの象徴として奉納されたも と考えられる。　
このように、商人によって住吉大社に奉納された石燈籠は、市場 動向
や、大坂と地方の間で行なわれた交易の様子と合わせることで、近世 大坂商人と、彼らと取引を行なった地方の 人・船主の関係を、より詳しくみる手がかりとなるのである。
おわりに
　
住吉大社への石燈籠の奉納は、大坂と海を通じた地方との交易が活発化
するなかで、大坂廻船問屋を中心に、様々な職種の 、船主が行なっていた。商人たちによる奉納の目的の一つは、商品 運搬する船の安全を祈るためである。海運 交易が主流であった近世、航海安全は職種に関わらず商人共通の願いであった。　
商人たちが奉納した石燈籠からは、そ 中心となった大坂 の名前や、
彼らと取引を行なった地方の商人・船主を知るこ ができ それらを造立当時の市場の状況などと関連づけてみることで、近世の大坂商人と地方交易関係について、より多面的に考える手がかりとすることができる。　
大坂干鰯商人の石燈籠には、航海安全の願いに加えて、商人仲間や取引
先との結束を強め安定した商売を実現するという商売上の狙いも含まれていた。大坂干鰯商人たちは、市場の分裂や藩によ 流通統制 中で商売の
安定を求め、仲間や取引先と共同で住吉大社に石燈籠を奉納することによって、団結を確認したのである。　
今回は大坂干鰯商人と佐伯藩という一例を取り上げたに過ぎないが、住
吉大社に残る石燈籠を分析することで、近世の大坂と地方の交易における、大坂商人と取引先の びつきが見えてく註（
（

現在の社号の「住吉大社」が使用されるようになったのは、昭和二一年
（一九四六（
からであるが、本稿では他の住吉神社との区別のため、史料引
用部分を除き、 「住吉大社」と表記している。
（
（

関西大学文学部黒田一充教授を中心として、平成二七年（二〇一五
（
に
住吉大社の石燈籠調査が行なわれた。
（
（

神武磐彦「住吉大社の石燈籠（十二
（
―再建の侍者社燈籠―」 （ 『住吉っ
さん』二二号、一三頁、住吉大社、二〇一四年（
。
（
（

秋里離島『摂津名所図会』巻一、一七九八年。
（
（

神武磐彦「住吉大社の石燈籠（五
（
―住友燈籠―」 （ 『住吉っさん』一〇
号、九頁、住吉大社、二〇〇八年（
。
（
（
 「大阪昆布仲買商組合沿革」 （大阪経済史料集成刊行委員会編『大阪経済史料集成』六巻 二二一頁 宮本又次監修、大阪商工会議所、一九七四年（
。
（
（

大阪府玩具・人形屋協同組合連合会創立五〇周年記念誌編纂委員会編
『五十年のあゆみ』五頁（大阪府玩具・人形屋協同組合連合会、一九九八年（
。
（
（

神武磐彦「住吉大社石燈籠（八
（
―翫物商石燈籠―」 （ 『住吉っさん』一
三号、七頁、二〇〇九年（
。
（
（
 「大阪肥物商組合沿革史」 （大阪経済史料集成刊行委員会編『大阪経済史料集成』五巻、一六九頁、宮本又次監修、大阪商工会議所 九七四年（
。
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近世大坂干鰯商人と住吉大社境内の石燈籠
（
（1（
宮本又次「株仲間の研究」一九三八年（ 『宮本又次著作集』一巻、一〇三
頁、講談社、一九七七年（
。
（
（（

大阪水産物流史研究会編『資料大阪水産物流通史』三一書房、三七頁、
一九七一年。
（
（（

石燈籠の基壇は、一番下の段を一段目と数えるのが 常であるが、住吉
大社の石燈籠は修復・再建によって下に基壇が増設されることがあるため、一番上を一段目として数えている。
（
（（
 「大阪肥物商組合沿革史」 （大阪経済史料集成刊行委員会編『大阪経済史料集成』五巻、二一四～二一五頁、宮本又次監修、大阪商工会議所、一九七四年（
。
（
（（

本章における一八世紀の大坂干鰯市場について 記述は、大阪水産物流
史研究会編『資料大阪水産物流通史』第一章第四節、三 ～四二頁、三一書房、一九 一 を参考にした。
（
（（

大阪水産物流史研究会編、前掲書（
（（
、五九一頁。
（
（（

大阪水産物流史研究会編、前掲書（
（（
、五九四～五九五頁。
（
（（

本章における佐伯藩についての記述は、大分県総務部総務課編『大分県
史』近世篇一、佐伯藩第三章第一節（楢本譲司担当（
、一八六～一九〇頁、
大分県、一九八三年を参考にした。
（
（（

片山清「住吉大社石文による地方史の発見（九
（
―ざこば生魚問屋と地
方漁方滞銀問題―（岩城島編（
」 （ 『すみのえ』二〇三号、九〇～一二〇頁、
住吉大社社務所、一九 二年（
。
（
（（

大阪水産物流史研究会編、前掲書（
（（
、六〇四頁。
（
（1（
大阪市参事会編『大阪市史』第一巻、七五一頁、一九一五年。
（
（（

大分県総務部総務課編『大分県史』近世篇一、二四六～二五〇頁、大分
県、一九八三年から算出した。
（
（（

大分県総務部総務課編『大分県史』近世篇 、佐伯藩第三章第一節（楢
本譲司担当（
、一八九～一九〇頁、大分県、一九八三年。
（
（（

大分県総務部総務課編『大分県史』近世篇一、佐伯藩第二章第 節（豊
田寛三担当（
、大分県、一五九頁、一九八三年。
（
（（

楢本譲司「宝暦～天明期における商品流通と統制について」 （梅渓昇教授
退官記念論文集刊行会編『日本近代の成立と展開』思文閣、三四六頁、一九八四年（
。
（
（（

大分県総務部総務課編、前掲書（
（（
、一八六～一八七頁。
（
（（

楢本譲司、前掲論文（
（（
、三四九頁。
（
（（

大分県総務部総務課編、前掲書（
（（
、一八六～一八七頁。
（
（（

大分県総務部総務課編、前掲書（
（（
、一八六～一八七頁。
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